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ここで左 は波数がEご1程度のゆらぎの周波数のスケールで動的スケーリングの考えよりfc-Z
に比例する｡音波の周波数の逆数㌃1は周期的なquenchの持続時間とみなせる｡Ⅹenonだと
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ここで¢(r,i)はオーダー ･パラメーター, Toは平均の温度, Tlは温度変位の大きさ,Cは
ランダムカ を表わす｡このとき 71とβを固定して Toを変化 させてどんな相転移がおこるか考













































T｡を振動できさえすれば期待できる｡ helium や 2成分溶液や誘電体などに周期的な圧力
を加えてもよい｡また反強磁性体を交流の流れるコイルにいれて磁場を変化させてもよい｡具





が期待できる｡∨)さらにオーダー ･パラメータが振動する場合 (softmodeな ど)は,パラ
メ トリックな増幅が考えられる.Vi)音波減衰そのものが音波の振幅に依存 してくる.
以上のような種々の効果を予測 していくことが今後の課題である｡
最後に補足として,従来の線型応答理論についてコメントする.(2)のような音波を考えようO
すると種々の物理量の線型応答が摂動論にもとづく一般的枠組から計算できる｡臨界点の近 く
では,この展開がいかなる条件で成立しているのかはっきり意識する必要がある｡即ち,適当
に無次元した展開パラメーターは何であるか ?これが 1より大きいと線型応答は使えない｡考
える物理量 としては,ゆらぎの大きさを表す相函函数<¢(1)¢(2)>の変化を考える｡ Xenonの
1-a
ような流体だと展開パラメータはB≪TEでは [(To-Tc)/T｡rl+apュ/p｡-[Tl/(To-Tc)]
とな｡32≫TEでは (9/Do)(1-a/yzpl/pc～(B/rc)(1A/vz-p-(トa)/yzとなるO従って線型理論
はTl>ITo-Tclかつp>1のとき破れる.また音波でなくて非圧縮流のときの無次元化した
展開パラメーターはD/rfであった｡ここでDは速度勾配の大きさである (Ann･Phys･121
(1979)456;ibid･131･(1981)217)o従って,D>Ilfでは線型理論は破れる. 従来の枠組
が破れるところに新しい可能性がある｡
-111-
